
２００７年３月期 中間決算
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2007年3月期中間連結業績のポイント

中間期としての過去最高益を更新

全セグメントにおいて増収増益を達成

育成中事業は堅調、下期以降の開始予定の

新規事業も計画通り進行



連結業績
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＋50.3%41.85＋91.4%32.8662.90＊ＥＰＳ（円）

＋50.3%630＋92.0%493946当期純利益

＋44.2%1,200＋74.0%9941,730経常利益

＋38.8%1,150＋62.3%9831,596営業利益

＋2.5%33,000＋32.1%25,59533,815営業収益

計画比
07/3期中間
期初計画

前年比
06/3期中間

実績
07/3期中間

実績

単位：百万円

2007年3月期 中間連結業績
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連結業績推移
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＊下線数字は連結営業利益
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＋6309,8309,199純資産

▲713,6363,708固定負債

＋1,01021,44620,436負債純資産合計

＋4897,9797,489流動負債

増減額06/9中間06/3期

（単位：百万円）

連結貸借対照表およびキャッシュフロー

▲1,192▲879313現金等増減

＋309161▲148財務活動Ｃ／Ｆ

▲895▲1,579▲684投資活動Ｃ／Ｆ

▲5975531,151営業活動Ｃ／Ｆ

増減額06/9中間05/9中間

＋1,01021,44620,436資産合計

＋7176,7596,041投融資等

＋7154,4973,781固定資産

▲42210,18910,612流動資産

増減額06/9中間06/3期

短期借入＋471現預金▲879

有形固定資産＋495

敷金＋985

セグメント業績
（リロケーション事業）



9

リロケーション事業
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一般賃貸管理

リラ イ アン ス

24,241

30,063

40,867

戸数 55,085

引き続きリライアンスを中心に管理戸数が増加

管理戸数推移
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リロケーション事業
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リライアンスが営業収益、営業利益を牽引

手数料収入等の増加もあり利益率はほぼ横這い

－セグメント業績推移－

百万円
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リロケーション事業

－リライアンスの状況について－

営業収益（賃料収入）規模のため、利益率改善に大きな寄

与はないものの、

事務拠点（東京/大阪）の統合と並

行し業務効率化を推進

⇒約３５％の原価削減を達成

管理物件の入替に伴いフルサービ

スへの更改進行

⇒1件あたり約１０％の手数料ＵＰ

当中間期において約１３０百万円の増益

4月 5月 6月 7月 8月 9月

05/3期 06/3期 今期

－１戸当たり原価推移－

12

リライアンスの原価低減が収益を牽引したことに加えて、リロ
ネットや仲介等の手数料収入も増加

ＲＥＤＡＣの連結化も寄与

育成中および新規事業の立ち上げ費用を吸収し、セグメントと
しての過去最高益（中間）を達成

業務効率化と営業力の強化への取組み

リロケーション事業

－総括と課題－
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リロケーション事業

海外赴任者総数50～100名の中規模企業を中心に順調に受託

利用サービスの拡充と業務効率化に課題

不動産管理会社、ＲＥＩＴ物件などで受託実績

不動産管理会社、社宅保有企業等への継続営業と共にVIP顧客
への付与等新しい展開開拓中

－育成中事業の現状－
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リロケーション事業

－法人サービス契約社数推移－
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セグメント業績
（福利厚生代行サービス事業）
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福利厚生代行サービス事業

フォロー営業推進による退会防止策奏功

会員数は底堅く推移
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福利厚生アウトソーシング会員数推移

＊正社員の他、派遣登録者等の会員数を含む
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福利厚生代行サービス事業
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百万円

福利厚生アウトソーシングの会員数増加に伴い堅調に推移

「福利厚生倶楽部」事業 営業収益推移
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福利厚生代行サービス事業

0
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キャンペーン関連

使用料等

百万円

302

164

439

276

新プログラム（ポイント交換等）はスキーム確立等に手間取り

提携企業数の拡大によりベース収益は増加

「クラブオフ」事業 営業収益推移
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福利厚生代行サービス事業
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会費収入増加と利益率の改善により、

当セグメントも過去最高益（中間）を達成

－セグメント業績推移－
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福利厚生代行サービス事業総括

「福利厚生倶楽部」会員の増加による営業収益拡大

不採算取引の見直し等が寄与し利益率改善

当セグメントでも過去最高益（中間）を達成

「福利厚生倶楽部」と「クラブオフ」の業務体系の再構築

（基盤共用等）を展開

－総括と課題－



セグメント業績
（その他事業）
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その他事業セグメント

205
313

769

1,442

0

500

1,000

1,500

03/9中間 04/9中間 05/9中間 06/9中間
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百万円

今期開設の新施設も順調に立ち上がり営業収益が倍増

ﾎﾟｲﾝﾄ制ﾀｲﾑｼｪｱﾘｿﾞｰﾄ事業 営業収益推移

伊豆高原

山中湖
軽井沢

今期開設施設
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979
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ポイント制タイムシェアリゾート事業が牽引した他、

金融保険事業も堅調に推移

－セグメント業績推移－
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その他事業セグメント

リゾート事業では、拠点開設により体験宿泊キャパが増加したこと
に加え、営業の立上げも順調に進み、会員獲得は好調に推移

施設拡大による付加価値上昇と営業力ＵＰにより会員単価上昇

金融保険事業も管理物件増加と付保漏れ防止策等により堅調に
推移

リゾート事業の施設仕入と金融保険事業での新たな取組を強化

－総括と課題－



経営基盤強化の取組
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経理プロセスの抜本的な再構築により、

さらなる精度向上と早期化を推進

新ＪＩＳに対応した個人情報保護体制構築

（プライバシーマーク更新へ）

人財育成への投資

中期経営ビジョンの策定

経営基盤強化の取組



通期予想
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＋25.0%20円25円年間配当（円）

－16.1％16.1％ＲＯＥ（％）

＋17.8%89.06104.91ＥＰＳ（円）

＋15.2%1,3711,580当期純利益

＋17.2%2,5583,000経常利益

＋18.1%2,4562,900営業利益

＋25.2%55,13169,000営業収益

前年比06/3期実績
07/3期
予想

単位：百万円

2007年3月期 連結業績予想



新規事業について
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新規事業の状況

７月下旬に特定保険業者としての届出完了

少額短期保険会社としての登録申請準備中（4月申請予定）

登録完了後、来期より事業開始予定

グループ内顧客を対象とする独自共済を運営すると共に、他事
業体の共済とも連携を図る

少額短期保険事業－共済－
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全国借家世帯数：１７百万戸

内 公的機関運営の借家数：３百万戸

内 給与住宅 ：１．５百万戸

①公的機関運営物件等を除いた対象賃貸物件：１２．５百万戸

②物件当たり手数料４千円（家賃１０万円と設定）

リロパッケージ市場規模

市場規模は６０００億

リロネットのネットワークを活用することによりサービスを開始

リロパッケージを足掛かりにＢ２Ｃへの展開を図る

新規事業の状況

32

契約期間で入居時費用を平準化

敷金
＋

礼金
＋

仲介手数料

敷金
＋

礼金
＋

仲介手数料
賃料賃料

入居時費用

自由な入退去を促し一般賃貸物件におけるリロケーションにも取組

賃料賃料 賃料賃料 賃料賃料

利用料 利用料 利用料 利用料

物件オーナー

賃貸借契約

入居者

リロケーション･
ジャパン

賃料＋利用料入居時費用立替

賃料

リロパッケージ契約

新規事業の状況
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本資料は、２００７年３月期（第４０期）中間決算に関する情報提供を目的としており、
当社が発行する有価証券への投資を勧誘するものではありません。
また、本資料は２００６年９月末日現在のデータに基づいて作成されております。本資

料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確
性、完全性を保証するものではありません。また今後、予告なしに変更されることがあり
ます。

お問い合せ先

取締役 ： 門田 康

企画ＩＲグループ ： 北村 真二

TEL: 03-5312-8704  FAX:03-3225-971４

E-Mail: ir@relo.jp

URL : http://www.relo.jp/


